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「一日生涯」は、内藤兵衛議員の
座右の銘です。今日の一日を
生涯と心得て、全力を出し切
るという思いを込めています。

に
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
１
年

の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
関
西
へ
と
つ
な

が
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
ポ

ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
が
始
ま
り

ま
す
。
２
０
２
５
年
の
大

阪
万
博
も
控
え
、
日
本
、

関
西
、
そ
し
て
兵
庫
に
世

地
域
創
生
を
推
し
進
め
る

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
機

能
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
具
体
的
な
方
策
を

と
も
に
考
え
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
熱
意
や
様
々
な
思

い
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
こ

と
が
政
治
家
の
使
命
で
あ

り
、
粉
骨
砕
身
の
努
力
を

す
る
決
意
で
す
。

　

今
年
の
干
支
は
亥
い
の
し
し

。
県

民
誰
も
が
わ
く
わ
く
し
た

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
施
策
展
開
、
明
る
い

未
来
を
描
く
こ
と
が
で
き

る
兵
庫
づ
く
り
に
向
け

て
、
猪
の
ご
と
く
猪
突
猛

進
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
り

続
け
ま
し
ょ
う
。

て
策
定
さ
れ
た
「
兵
庫
２

０
３
０
年
の
展
望
」
で
は

「
す
こ
や
か
兵
庫
の
実
現

〜
五
国
を
活
か
し　

日
本

を
先
導　

世
界
に
つ
な
ぐ

〜
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

ポ
ス
ト
県
政
１
５
０

年
、「
す
こ
や
か
兵
庫
」

を
め
ざ
し
新
た
な
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
今
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど

時
代
の
変
化
に
負
け
る
こ

と
な
く
地
域
活
力
を
維

持
、
増
進
を
図
る
兵
庫
モ

デ
ル
を
創
造
す
る
こ
と
が

明
治
維
新
以
来
、
こ
の
国

の
発
展
を
支
え
て
き
た

「
雄
県
・
兵
庫
」
の
進
む

べ
き
道
だ
と
思
っ
て
い
ま

井戸知事と意見交換

　

平
成
３1
年
の
新

た
な
年
を
迎
え
ま

し
た
。
謹
ん
で
新

春
の
お
歓
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
ポ
ス
ト

兵
庫
県
政
1
5
0

年
ス
タ
ー
ト
の

年
。
そ
し
て
、
５

月
に
は
元
号
も
新

た
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
９
月
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
皮
切
り

す
。
そ
の
姿
を
世

界
に
発
信
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

西
脇
多
可
に
お

い
て
も
未
来
を
左

右
す
る
重
要
な
節

目
の
時
を
迎
え
て

い
ま
す
。
昨
年
の

多
可
町
新
庁
舎
の

開
庁
、
西
脇
市
の

新
庁
舎
の
整
備
も

今
年
、
本
格
的
に

動
き
始
め
ま
す
。

　平成₂₉年度決算案を審査する特
別委員会に参画しました。₁₀月₁₀
日から約２週間にわたり集中審議
を行い、原案通り認定しました。
私からは地域創生に向けた人口増
対策、災害に強い県土づくりなど
について質問しました。

平成₂₉年度決算委員会

地
域
創
生
へ
人
口
増
対
策
を
質
す

行革委員会
で活発議論持続可能な行財政構造へ

県
民
と
の
参
画
と
協
働
で
財
政
運
営

防
災
、
長
寿
命
化

対
策
な
ど
別
枠
設
定

安
全
安
心
を
確
保

　

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る

行
財
政
構
造
改
革
11
年
間
の
取

り
組
み
の
検
証
と
、
こ
れ
を
踏

ま
え
た
２
０
１
９
年
度
以
降
の

新
た
な
行
財
政
運
営
方
針
及
び

新
行
革
条
例
を
策
定
す
る
た

め
、
行
財
政
構
造
改
革
調
査
特

別
委
員
会
（
設
置
期
間
：
６
月

13
日
〜
10
月
４
日
）
が
設
置
さ

れ
、
12
人
の
委
員
の
一
人
と
し

て
審
議
に
参
画
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
に

よ
り
悪
化
し
た
財
政
を
立
て
直

す
た
め
、
全
国
初
の
行
革
条
例

の
も
と
構
造
改
革
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
11
年
間
の
累
計
で
１

兆
３
４
５
３
億
円
の
効
果
額
を

生
み
、
収
支
均
衡
の
達
成
な
ど

の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
借
金
で
あ
る
震
災
関
連
県

債
約
３
６
０
０
億
円
、
行
革
中

に
発
行
し
た
財
源
対
策
債
約
２

９
０
０
億
円
の
償
還
（
返
済
）

が
残
っ
て
お
り
、
県
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
行
財
政
運
営
を
進
め

る
た
め
、
新
た
な
枠
組
み
と
新

行
革
条
例
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

審
議
の
中
で
、
自
民
党
県
議

団
と
し
て
は
11
年
間
の
取
り
組

み
を
評
価
し
た
上
で
、
２
０
１

９
年
度
以
降
は
「
参
画
と
協
働

の
精
神
に
よ
る
県
民
総
参
加
の

行
革
」
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

私
か
ら
は
、
削
減
と
い
っ
た

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く

持
続
可
能
で
健
全
な
行
財
政
基

盤
を
創
造
す
る「
夢
あ
る
行
革
」

の
推
進
、
そ
し
て
防
災
・
減
災

や
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
な
ど

安
全
安
心
の
確
保
に
関
わ
る
予

算
は
別
枠
で
確
保
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

新
た
な
行
財
政
運
営
方
針
で

は
、
収
支
均
衡
を
維
持
し
な
が

ら
₁₀
年
間
で
県
債
（
借
金
）
残

高
を
３
割
・
約
９
千
億
円
縮
減

す
る
目
標
を
立
て
、「
す
こ
や

か
兵
庫
」
の
実
現
に
向
け
た
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
主
張
し
て
き
た
安
全
安

心
の
確
保
が
柱
の
一
つ
に
、
さ

ら
に
「
県
民
の
参
画
と
協
働
を

基
調
に
運
営
」
の
文
言
が
行
革

条
例
に
加
え
ら
れ
、
10
月
５
日

に
議
決
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
適
正
か
つ
効
率
的
、

効
果
的
な
執
行
へ
、
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
新

年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
も
意

見
、
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

新条例・行革
方針に反映

界
か
ら
の
注

目
が
集
ま
り

ま
す
。

　

県
政
１
５

０
年
を
機

に
、
未
来
へ

の
道
を
県
民

と
共
有
す
る

た
め
、
議
会

の
議
決
を
得
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第342回12月定例県議会一般質問に登壇
子どもたちが夢を抱き叶える社会に
　1２月11日、第３４２回定例県議会一般質問に登壇しました。今年最後の一般質問者と
いう訳ではありませんが、この 1年を振り返って、忘れることのできない出来事を取
り上げながら、 ５ 項目 6問の質問を行いました。知事はじめ当局からは丁寧なる答弁
をいただき、２01９年、兵庫県の新たなスタートに向け、明るい希望を感じました。地
元からの多数の傍聴にとても感謝しています。その概要を紹介します。

　内藤　忘れることのできない
出来事の一つ目はメジャーリー
グで活躍した大谷翔平選手。自
らの才能を信じて投打の二刀流
を貫き通す信念。今後、加速的
な変化が予想される中、大谷選
手のような強い信念が要求され
る。兵庫の将来の進むべき道を
見据えた時、県政の舵取り役を
担う知事の資質は。
　井戸知事　県民目線、現場主

　内藤　二つ目は県政1５0周年。
1５0年前と違って人口減少社会
にある。県外居住の県出身者ら
を兵庫を第 ２の住所として登録
する、ひょうごe-県民制度が実

　内藤　三つ目は入国管理法改
正案の成立。深刻な人手不足を
外国人人材に頼る、という単純
な問題ではない。郡部や中小企
業では人手不足が著しく、一方、

力。そして五国からなる兵庫の
知事は参画と協働を基本に地域
の声に耳を傾け、県民と共に歩
む知事であらねばならない。

施される。本事業の効果を高め
るためには市町の参画が重要。
　井戸知事　登録者に電子マネ
ーカード「ひょうごe-県民証」
を発行する。ふるさととの継続
的な交流を促進するには、市町
との連携が不可欠。「e-市町民
証」も兼ねられるように検討す
る。県民と県外に住むe-県民が
力を合わせて、地域創生を進め
ていければと願っている。

若者の都市部の大企業志向が顕
著。若者を無理に県内に止める
より、むしろ、今ある県内企業
が若者を県内に止めるぐらいの
オリジナルな魅力をアップさせ
ることが不可欠だ。
　金澤副知事　企業の魅力アッ
プや、県内のオンリーワン企業
の情報発信を積極的に行う。ふ
るさとに帰る受け入れ体制づく
りが重要と考える。

1  将来進むべき道を見据えた知事の資質は

2  ひょうごe-県民制度に市町の参画を

3  若者の県内中小企業への就業･定着促進

　内藤　四つ目は災害。 7月豪
雨、 ９ 月の台風など県内では社
会基盤施設が効果を発揮した。
実際に私の地元でも、杉原川や
野間川での河川対策や郷ノ瀬川
砂防堰堤の整備により、安心し
て暮らせるとの声を数多く聞い
ている。社会基盤施設の重要性
を再認識した。そこで、防災先
進県として、さらなる県土の安
全・安心に向けた取り組みは。

り」といった生活に密着した社
会基盤施設の維持管理を求める
県民の切実な声を、多く聞いて
いる。これらの県民ニーズに応

　 内 藤　
「河川内の
土砂や樹木
の撤去」「舗
装を修繕」

「道路や河
川 の 草 刈

　内藤　五つ目は本庶佑京都大
学特別教授のノーベル賞受賞。
これからの子どもたちに求めら
れることは、本庶特別教授や大
谷選手のように自らの信念を強
く抱きながら、夢を叶えるため、
それぞれの舞台で活動し未来の
兵庫を力強く先導するという姿
ではないか。そのような力を子
どもたちが身につけるための教
育施策の充実を。

　井戸知事　今回の災害の教訓
から、高潮対策10箇年計画及び
道路防災推進10箇年計画を策定
する。土砂災害・治水対策も前
倒し実施する。安全･安心のた
めの対策を重点的に取り組む。

え、安全・安心の確保のために
は、様々な工夫はもちろん、維
持管理のための予算確保が特に
重要。また、適切な維持管理で
機能を発揮させることが重要だ。
　荒木副知事　限られた予算の
中、実施時期や修繕方法の工夫
により、施設の管理レベルの確
保に努めている。喫緊の課題に
対しては、通常事業とは別枠で
事業費を確保する。

　西上教育長　今年度策定する
第３期ひょうご教育創造プラン
は、「『未来への道を切り拓く力』
の育成」をテーマに、重点的に
取り組む新たな施策を設定する。

4  社会基盤整備　⑴防災先進県兵庫の安全・安心

4  社会基盤整備　⑵県民ニーズに応える維持管理

5  兵庫の未来に向けた教育の充実を

〉〉プロフィール〈〈

　西脇多可においても重大な
出来事、忘れられない思い出
が沢山ありましたが、その中
から三つ写真で紹介します。

昭和33年9月14日、多可郡中町（現多可町中区）に生まれ育ち、国立大阪大学法学部卒業後、総合商社㈱トーメン入社。ニューヨーク本
店、大阪本店、上海店などで勤務。兵庫を衛（まも）るため、ふるさとに帰り平成19年4月、兵庫県議会議員初当選。建設及び総務常任委
員長、自民党県議団政調会長などを務めさせていただきました。家族は母、妻、一男。趣味はマラソン。好きな言葉は「一日生涯」です。

天船バイパス完成。県政150周
年の記念すべき年に完成した天船
バイパスは、この地域の過去と現
在をつなぎ、そして現在と未来を
つなぐ道路となる。式典でテープ
カットならぬ巻きずしカット

▶︎

多可町新庁舎の開庁式典。多可町の大き
なランドマークでもあり、かつ町民全員
にとっての財産。より開かれた庁舎に

北はりま消防本部（西脇消防署）が竣工。
３市１町（西脇市、加東市、加西市、多
可町）の広域消防を担います

県政150周年記念式典

ものづくり企業で働く若者

大雨で効果を発揮した砂防ダム

中学生のトライやる・ウィーク

義に徹し、
社会の変化
を察知、目
標、ビジョ
ンを提示す
る力。これ
を実行する

決
意
を
述
べ
る
井
戸
知
事
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